
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 毎年６月４日から10日までの期間を「歯と口の健康週間」と呼ぶようになっています。そこで、13日

（火）の全校集会で学校歯科医の篠丸哲也先生から、虫歯の怖さや歯の健康の大切さについてのお話があ

りました。コロナ感染症のために学校での検診が十分に行えていない期間があり、虫歯が増えていないか

と心配されていたようです。しかし、比地小学校の皆さんは、しっかりと歯磨きが行えていたために、虫

歯は増えていなかったようで安心したとの話もいただきました。虫歯予防のためのフッ素洗口の効果や、

夜の歯磨きの大切さについても、わかりやすく説明してくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13日（火）給食の時間に校庭各所（芝生広場、ロータリー付近、渡りローカ１Ｆ・２Ｆ、東屋、体育館

前等）で、縦割り色別グループとなって青空給食を行いました。感染状況も落ち着いており、新型コロナ

ウイルス感染症が５類に移行されたために４年ぶりの実施となりました。いつもと違った開放的な環境の

中、児童たちはさわやかな初夏の雰囲気を楽しみながら笑顔で給食を味わっていました。 
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